
 

新分野製品の開発 
―ノベルティ製品の開発― 

                                 川久保 正行・藤 靖之 

 ノベルティ産業の継承の必要性を認め、製品開発及び人材育成を目的に、肥前地区独自のノベルティ産業

の確立を図ってきた。今回、有田焼人形のブランド確立を目指し、雛人形七段飾りを完成させ、町おこし事

業に協力した。 

 

1. はじめに 

過去、肥前地区窯業界において、庶民生活、風俗を

モチーフにした古伊万里人形等多くのノベルティ製品

が生産された。しかし、近年はノベルティ製品の生産

のほとんどが、干支の置物、仏像彫刻、ミクロス等で

ある。 

このような背景と業界からの強い要望もあり、当セ

ンターでは、ノベルティ産業の継承の必要性を認め、

平成 16 年にノベルティ研究会を設立し、製品開発及

び人材育成を目的に、肥前地区独自のノベルティ産業

の確立を図ってきた。平成 17 年、有田町おこしとし

て雛人形製作の依頼があり、ノベルティ研究会と共同

で、雛人形七段飾りの二段まで製作した。18 年度は、

三段から五段までを製作し、19年度は、六、七段の道

具類を製作し、雛人形七段飾りセットを完成させ、有

田雛のやきものまつりで展示し、有田町おこしの支援

を行った。また名古屋ドーム、東京ドーム等での展示

がなされた。 

2. 試作 

平成 17 年度より、町おこしを目的に、多くの集客

ができるように「見せる雛人形」を研究会メンバーと

企画、検討し、世界最大級の座り雛七段の製作に取り

組んできた。今年度は、六、七段目の道具類を製作し

た。茶棚、長持、針箱、鋏箱、鏡台、箪笥、御所車、

重箱、駕籠の9アイテムでる。また商品を意識し立ち

雛セットを製作。（高さ 雄雛約40cm、雌雛約30cm） 

  

    茶棚          長持 

  
針箱          鋏箱 

  
鏡台          箪笥 

  
駕籠 

  
重箱          御所車 

 
       道具一式 
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       立ち雛セット 

 

3.展示 

・「第4回 有田雛のやきものまつり」記者発表 

期日 平成18年1月16日（水） 

場所 佐賀県窯業技術センター 

内容 有田雛のやきものまつりのイベント内容紹介 

   世界最大磁器の座り雛（七段）お披露目 

 

 
記者発表風景 

 

 
・第4回 有田雛のやきものまつり 

期日 平成18年2月4日（月）～3月9日（日） 

場所 有田館および有田町内 

内容 世界最大の磁器製座りびな7段飾り 

   世界最大の磁器製立ちびな 

   磁器のミニひな人形7段飾り 

   磁器の5月人形 

     

 
パンフレット 

 

            （有）しん窯 

 
やきもののひなまつりグッズ販売（有田館） 

 

          ㈱ヤマトク 
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名称 ドームやきものワールド 

日程 平成19年11月16日（金）～20日（火） 

会場 名古屋ドーム 

 
        ㈱ヤマトク 

   

㈱ヤマトク 

   

       （有）辻与製陶所 

 

名称  テーブルウェア・フェスティバル2008 

日時  平成19年2月2日（土）～10日（日） 

場所  東京ドーム  

           

 

 
名称  国際らん博覧会 inヤフードーム 

日時  平成20年3月13日（木）～16日（日） 

場所  ヤフージャパンドーム 

 

4.おわりに 

 座り雛人形七段飾りの六、七段の道具類を製作し、

3 年目で七段セットを完成させた。また、商品化に向

け立ち雛セットを製作し、ノベルティ研究会員により、

商品化がなされた。 

ノベルティ研究会においては、雛人形の開発、有田

町おこしについて年7回の協議、検討会を行った。 有

田雛のやきものまつりにおいて、研究会メンバー2 社

（しん窯、ヤマトク、）による、座り雛七段飾りの六、

七段を絵付け、焼成し、昨年五段と合わせて展示され

た。今回も有田館を中心に、他8ヶ所で、大型座り雛

七段飾り、立ち雛セット、ミニ雛人形七段飾り、五月

人形が展示された。期間中、2万2千人の人出があり、

昨年とほぼ同じ集客があった。ただ、他の地区の雛人

形祭りで人出が減少している中、関係者の中では上出

来であったとのこと。広報実績として、テレビ19回、

ラジオ 13回、新聞 39回、雑誌 25社等の取材がなさ

れ、また旅行業者の対応も多く、集客にもかなりの効

果があったと思われる。 

また、ドームやきものワールド（ナゴヤドーム）、テ

ーブルウェア・フェスティバル 2008（東京ドーム）、

国際らん博覧会 inヤフードーム（ヤフージャパンドー

ム）、二子多摩川高島屋においては、[世界最大級の磁

器製 座りびな]と銘打って、ノベルティ研究会より出

展された。各会場では、多くのお客さんが感嘆の声を

あげられ、写真撮影を行われて、大変好評であった。

また会場にはテレビ等報道関係者も来られ、集客の一

員を担ったと思われる。 

町おこし事業支援としては、大成功であったと思え

る。また、東京、名古屋、福岡の大都市で有田のノベ

ルティ製品を認知してもらったと思う。 
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